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市 の 人 口 
	

男 25,687人 
	

世 帯 数 	14,661 

	

53,090 人 
	

女 27. 403 人 
	

（昭和57年10月1日現在）住民基本台帳から 

劃良舞＝ 

独居老人家庭ぎ巡回 

秋季火災予防運動初日の10月28日、五所川原地区消防 一行は 2班に分かれて、市内雛田の三上アグリさん（78 

本部では独り暮しの老人家庭を巡回、火災予防の査察を 歳）他20世帯を訪問、火災の原因となるストーブ、ガス、 

行いました。 	 電気器具等をチェックし、防火についての細かい注意を 

今回の巡回は、消防本部、ホームノ＼ルパー、東北電力、 与えていました。 

LPG保安センター、地域防災会の合同で行ったもの。 
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道 	~ 公
眠
等
 

に

保
脅
地
に
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（売却して事業費へ） 

他
 

費

費

の

国
市

そ
 

年
末
金
融
相
談

の
お

知
ら

せ
 

こ
れ
か
ら
年
末
の
資
金
需
要

時
期
を
迎
え
る
が
、
借
り
入
れ

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
早
目
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
市
内
で

商
売
を

行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者
（
農

業
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
二
日
 

（月
）
午
前
十
時

ー
午
後
三
時

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ロ
相
談
員
 
青
森

県
庁
金
融

担
当
者
、
県
信
用
保
証
協
会
、
 

国
民
金
融
公
庫
、
商
工
会
議
所
 

（
い
ず
れ
も
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。）
 

ロ
相
談
料
 
無
料
 

ロ
主
催
 
五
所

川
原
商
工
会

議
所
 

年
末
融
資
の
 

一
」
 
案
 
内
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
十
月
一

日
か
ら
年
末
融
資
の
お
取
り
扱

い
を
は
じ
め
ま
し
た
。
 

今
年
は
三
年
振
り
に
農
作
物

の
平
年
作
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
景
気
の
見
通
し
も
明
る
く
、
 

年
末
に
向
っ
て
商
況
も
活
発
に

な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

年
末
商
品
の
仕
入
資
金
、

買
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(531号） ② 

市都市計画課（廿⑩一2111) 

事業の今回は、「事業のしくみ」について― 

区画整理はどのよう

にして行われるか 

には、その用地に合った土地を買収する方法（用地買収方式）もあります。当地区

め、先行買収を推し進めております。 

’ 路、公園等の用地や保留地（事業費の一部にあてるための土地）については、地区

まれます。（これを一般に 「減歩」といいますJ 

r
 

用地買収方式で整備を行うと 

●残地は不整形となり効率悪化 

〇三角地等の全く使えない残地 	C・J 

0奥行がせまく家が建てられない 	L 

〇わずかのことで道路に出られない盲地 	A 
●残地が使用できず他へ移転されるH・L 

’幹線道路のみが優先的に改良され、生活道路は取り残される。 

用地買収方式だけで道路拡巾をすすめ

た場合、土地利用はどうなるか、また区

画整理の換地方式で街づくりをすすめた

場合はどうなるかを、図でみてみること

にしましょう。 

街づくりの方式について 

用地買収方式によると 

用地買収方式で整備を行なうと 

さまざまな不利益、不公平が生じます。 



市
で
は
、
市
民
の
日
常
の
 
相

談
内
容
は
、
次
の
と
お

悩
み
、
困
り
ご
と
、
心
配
ご
 

り
で
す
。
 

と
を
解
消
し
、
明
る
く
楽
し
 

土
地
建
物
、借
地
借
家
、登

い
家
庭
生
活
を
築
い
て
も
ら
 

記
金
銭
貸
借
、相
続
贈
与
等
、
 

う
た
め
、
次
の
日
程
で
「
一
 
交
通
事
故
、困
り
ご
と
、国
税
、
 

日
総
合
市
民
相
談
所
」
を
開
 
職
業

相
談
及
び
紹
介
、国
道
、
 

設
し
ま
す
。
 

県
道
、
並
び
に
建
築
問
題
、
 

「
一
日
総
合
市
民
相
談
所
」
を開
設
 

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 中
小
企
業
の
金
融
、
行
政
問
 

ロ
と
 
き
 
十
二
月
七
日
 

題
、家
庭
紛
争
、離
婚
、婦
人
、
 

（
火）
午
前
十
時
か
ら
午
後
 

三
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
 

館
 ロ

料
 
金
 
無
料
で
す
。
 

母
子
家
庭
更
生
資
金
、
里
親

そ
の
他
心
配
ご
と
。
 

労
働
条
件
、解
雇
問
題
、賃

金
不
払
い
、食
品
衛
生
、健
康

相
談
、公
害
に
関
す
る
問
題
他
。
 

街づくりの方式について

区画整理によると 

/／ ー 	一 
ー換地” による方式で行なうと 

都市計画道路 

掛

・
手
形
決
済
資
金
、
ボ
ー
ナ

ス
資
金
な
ど
を
必
要
と
す
る
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

な
お
、
年
も
押
し
つ
ま
り
ま

す
と
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お

申
込
下
さ
い
。
 

普
通
貸
付
 

貸
付
限
度
 
二

八
〇
〇
万
 

円
以
内
 

貸
付
期
間
 

運
転
資
金
  

五
年
以
内

設
備
資
金
  

七
年
以
内

貸
付
利
率
  

年
八
・
二
％

ご
相
談
は
、
商
工
会
議
所

・

商
工
会
、
ま
た
は
国
民
金
融
公

庫
弘
前
支
店
（
。
〇
一
七
ニ

ー
 

国
Yー
六
三
〇
三
）
へ
 

管
き
ょ

工
事
に
ご
協
力
を
ク
 

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
管

き
ょ
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
 

今
回
次
の
個
所
で
施
工
し
ま
す
。
 

ロ
工
事
期
間
 

①
十
月
二
十
六
日
ー
五
十
八

年
二
月
二
十
八
日
 

②
十
月
二
十
六
日
ー
五
十
八

年
二
月
二
十
日
 

こ
の
間
、
 一
部
通
行
止
と
な

る
個
所
も
あ
り
、
車
の
通
行
や

商
店
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
 

公
共
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
 

事
故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

市
民
テ

ニ
ス
教
室
 

（軟
式
）
を
開
催
 , 

瓜蕊蕊蕊蕊蕊蕊ミミ蕊蕊蕊ミ 

事業の 

I 	  

道路や公園を新たに設けたり、拡げたりする場合

では、公共施設用地（水道及び教育施設）確保のた

また、これとは別に区域内に新たに必要となる道

内の土地所有者がそれぞれ出しあうことによって生 

換地による方式で行うと 

一南部地区土地区画整理 

土地区画整理事業の紹介（Na3) 

〇盲地の解消 

0全面道路にかかる土地も換地がもらえます。 

0不整形な土地は、整形な土地に生まれ変わります。 

0事業に支障のある家屋等は、すべて仮換地に移転します。 

0公園・道路等が整備され生活環境が良くなります。 

醸
7
1健
薫
鷺
嚇
緯
踊
競
離
 

事
鷺
」
 

ロ
と
 
き
 
十
二
月
二
日

ー
 

昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十

一
日

毎
週
木
曜
日
午
前
九
時
か
ら

正
午
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
内
 
容
 
軟
式
テ
ニ
ス
初
 

く纏
響
封
義
鷺
籍
灘
響
を
 

懸
泡
）」
 

蕊
 

《
寒
寿
い、
 

」父

A謎
一
 

轟
 

襟
戚
舞

H議
筆
』）
急
に
貸
盲
 
口
連
絡
先
 
市
教
育委
員
会

ゾ
m議
勲
墜
て
結
、
旦
雨
粟
非
爽
」
・
保
健
体
育
課
（
g
一
二
一
 

陶
遥
六
」
い
ー
にに
ン
二
誌
ぶ
『
全雄
A
ジ
熱
来
て
自
由
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
 

陶
遥
六
」
い
ー
にに
ン
二
誌
ぶ
『
全雄
A
ジ
熱
来
て
自
由
に
参
加
し
て
下
さ
い
 

荒
八
斌
雄
平
」オ
町
乙
マ
茶
半
一
『
『N
、
寡
 口
参
加
方
法
 
直
接
会
場
に
 

覇
）
麟
鮮
轟
難
去
初鶏
 

婆
麟

鷺
臓撒
薯
聾
一
内
線
ニ
五
〇）
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分
譲
住
宅
の
お
申
し
込
み
は
 

＠
市
で
は
、
明
年
四
月
一
日
か

ら
保
育
所
（園
）
に入
所
す
る
児

童
の
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
し
ま
す
。
 

⑨
受
付
期
間
 

十
一
月
一
日
ー
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
 

⑨
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務
所
 

（
入
所
申請
用
紙
は
、
当
所
及

び
各
保
脊
所
（園
）
にあ
り
ま
す
o
 

⑨
対
象
児
童
 

生
後
四
カ
月
以
上
、
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

が
出
来
な
い
次
の
①
ー
⑥
ま
で

の
事
情
に
あ
る
家
庭
。
 

①
母
親
が
家
庭
以
外
で
仕
事

を
し
て
い
て
、
同
居
の
親
族
、
 

そ
の
他
の
方
も
保
育
出
来
な
い
。
 

②
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
使
用

人
が
い
な
い
家
庭
。
 

③
母
が
死
亡
、
行
方
不
明
等

の
理
由
に
よ
り
母
が
い
な
い
家

庭
で
、
他
の
方
が
保
育
に
当
た

れ
な
い
。
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心

身
障
害
等
で
、
保
育
が
出
来
な

い
。
 

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
当
た
る
た
め
、
 

保
育
が
で
き
な
い
。
 

＠
系
庭
の
災
害

（
火
災
、風
 旦

ー
‘ー
 

L
"
‘
ー
‘
 
ー
 

ー
ー
 

ー
 

（
，
ー
 

水
害
等
）
の
た
め
復
旧
の
間
保

育
が
で
き
な
い
。
 

⑥
添
付
書
類
 

の
前
年
分
源
泉
徴
収
票
、
所
得

税
証
明
書
、
五
十
七
年
度
納
税

通
知
書

（
市
民
税
、固
定
資
産

税
）
 

回
母
親
が
勤
務
し
て
る
場
合
は
、
 

勤
務
証
明
書
。
 

困
母
親
が
出
産
、
病
気
の
場
合

は
、
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断
書
。
 

＠
入
所
の
決
定
 
家
庭
構
成
の

状
況
、
と
く
に
保
護
者
で
あ
る

母
親
の
労
働
形
態
、
家
庭
環
境

及
び
そ
の
他
の
状
況
を
面
接
、
 

実
態
調
査
し
、
決
定
し
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
保
育
所
（園
）
の
定
員
を
こ
え
 
 

る
場
合
は
、
そ
の
保
育
を
要
す

る
程
度
の
高
い
も
の
か
ら
定
員

の
範
囲
内
で
順
次
入
所
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
は
土
曜
日
の
午

後
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
い

た
外
は
毎
日
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

ク
軽
い
心
身
障
害
児
も
受
け
付

け
。
お
お
む
ね
四
歳
以
上
で
、
 

集
団
保
育
が
可
能
な
通
園
で
き

る
軽
度
の
心
身
障
害
児
も
受
け

付
け
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
早
め
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
 

⑨
入
所
保
育
園
は
第
一
さ
つ
き

保
育
園
で
す
。
（雛
田
）
 

＠
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所
・
児
童
係
（
廿
⑩
ー
一
一

一
一
一
番
、
内
線
二
四
三
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

福
祉
セ
ン
タ

ー
の
 

お
湯
休
み
ま
す
 

お
年
寄
り
た
ち
に
親
し
ま
れ

て
い
る
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

の
温
泉
が
、
湧
出
源
泉
の
故
障

の
た
め
修
理
が
必
要
と
な
り
、
 

お
湯
は
当
分
の
間
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

市
で
は
故
障
修
理
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の

間
ご
辛
抱
願
い
ま
す
。
 

お
済
み
で
す
か
 

募
集
戸
数
に
若
干
の
ワ
ク
が

あ
り
ま
す
の
で
先
着
順
に
受
け

付
け
い
た
し
ま
す
。
 

＠
一
般
分
譲
住
宅
 
受
付
期

限
十

一
月
三
十
日
ま
で
 

〈
公庫
の
利
子
は
段
階
金
利

十
年
ま
で
五
・
五
％
、
十

一
年

目
か
ら
七

・
三
％
>
 

広
田
団
地
 

⑨
積
立
分
譲
住
宅
 
受
付
期

限
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
 

〈
公庫
の
利
子
は
五
・
五
％

で
グ
ー
ン
と
有
利
で
す
〉
 

詳
し
い
こ
と
は
市
都
市
計
画

課
（
廿
⑩
二
一
二
）
か
県
住
宅

供
給
公
社
（
廿
〇
一
七
七
⑩
一

六
二
五
番
）
へ
。
 

積立分譲住宅補充のご案内 
広 田 団 地 

ロ積立分譲住宅 

住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除いた額（自 

己負担金）を、一定期間（1年・ 2 年）積立てて分譲住宅を購入す 

るものです。 

今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、青森県が 

5年間1％利子補給する地域特別分譲住宅制度ができました。 

ロ地域特別分譲住宅制度 

I.住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次の基準以下の方 

〇給与所得者56年度収入金額375万円以下 

〇それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

2 ．分譲住宅の面積lOOm'以下のもの 

ロ申込受付期限 12月末まで 

糊
線
薦
漸
繍
》臓
灘
続
紺繊
（藤
購
灘
衝
度
 

r
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保育所（園）名 

五所川原保育園

若葉保育園

三好保育所

さかえ保育園

中川保育所

藻川保育園

七和保育園

かまや保育園

津軽野保育園

第一さつき保育園

第二さつき保育園

梅田保育園

さ く ら保育園

新宮団地保育園

長橋保育園

なおみ保育園

たかたて保育園 

まつしま 

団地保育園 

町
 
詰
 
岡
 

地
 

在
 

ケ
 

所
 

柳
 
飯
 

鶴
 

湊 

川 	 山 

藻 

羽 野 木 沢

鎌 谷 町 

米 	 田 

雛 	 田 

下 平 井 町 

梅 	 田 

蓮 沼（平和町） 

若葉（新宮団地） 

9
0
 

定員 

90 名 

60 

60 

60 

60 

60 

60 

60 

90 

90 

60 

90 

60 

60 

60 

60 

60 

町
 
詰
 
町
 

神 	 山 

み ど り 町 

飯 	 詰 

松 島 町 

保育所（園）の定員 

、
 

(531号） 

母
子
家
庭
と
父
子
家
庭
へ
介
護
人
派
遣
 

指
名
手
配
 

犯
人
逮
捕
に
ご
協
力
を
 

⑨
派
遺
対
象
家
庭
 

乳
幼
児
を
抱
え
た
母
子
家
庭
、
 

ま
た
は
父
子
家
庭
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
母
、
ま
た
は
父
の
一
時
的

な
傷
病
の
た
め
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障
が
あ
り
、
か
つ
介

護
を
行
う
者
を
得
る
こ
と
の
困

難
な
低
所
得
の
家
庭
、
次
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
 

m
母
、
ま
た
は
父
以
外
に
義
務

教
育
終
了
し
た
も
の
が
ふ
く
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

②
乳
幼
児
以
外
の
児
童
で
あ
っ

て
も
、
特
別
理
由
が
あ
る
場
合

は
小
学
校
在
学
児
童
に
限
り
認

め
る
も
の
と
す
る
。
 

⑧
祖
父
、
ま
た
は
祖
母
と
孫
か

ら
な
る
家
庭
等
、
母
、
ま
た
は

父
と
子
か
ら
な
る
家
庭
と
同
様

の
生
活
実
態
に
あ
る
家
庭
を
も

ふ
く
む
も
の
と
す
る
。
 

④
当
該
家
庭
の
所
得
に

つ
い
て

は
、
母
子
福
祉
年
金
及
び

児
童

扶
養
手
当
の
受
給
に
係
わ
る
所

得
制
限
限
度
額
に
相
当
す
る
額

を
下
回
る
も
の
と
す
る
。
 

⑨
介
護
内
容
 

m
乳
幼
児
の
保
育
 

②
家
事
の
世
話
 

⑧
住
居
の
掃
除
 

圃
身
の
回
り
の
世
話
 

⑤
生
活
必
需
品
の
買
物
 
 

＠
貸
付
対
象
家
庭
 

経
済
的
に
困
難
な
事
情
に
あ

る
母
子
、
寡
婦
家
庭
で
、
昭
和

五
十
八
年
四
月
に
高
校
、
高
等

専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
お
よ

び
専
修
学
校
等
に
進
学
し
よ
う

と
す
る
方
及
び
、
す
で
に
こ
れ

ら
の
学
校
等
に
就
学
し
て

い
る

方
で
、
他
の
修
学
資
金
（
日
本

育
英
会
、
世
帯
更
正
資
金
等
）
 
 

＠
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
福
祉

事
務
所
児
童
係
（

廿
⑩
ー
二
一
 

の
借
り
人
れ
を
受
け
て
い
な
い
 

方
で
あ
る
こ
と
。
 

＠
貸
付
け
資
金
 

m
修
業
資
金
 

〇
中
卒
 

（
自
 宅
）
五
〇
、
〇
〇
〇
円
 

（
自宅
外
）
六
〇
、
〇
〇
〇
円
 

〇
高
卒
 

（
自
 宅
）
六
〇
、
〇
〇
〇
円
 

（
自宅
外
）
七
〇
、
〇
〇
〇
円
 

最
近
の
犯
罪
は
ま
す
ま
す
凶

悪
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
全
国
で
約
五
千
人
が
何
ら
か

の
犯
罪
で
指
名
手
配
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

警
察
で
は
、
こ
れ
ら
犯
人
が

再
び
罪
を
犯
す
の
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
全
力
で
そ
の
行
方

を
追
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
 

こ
れ
ら
の
犯
人
を
で
き
る
だ
け

早
く
検
挙
す
る
た
め
、
十

一
月

中
を
 「指

名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
 

②
修
学
資
金
 

〇
高
校
 

公

（月
額
）
七
、
〇
〇
〇
円
 

私
（
月
額
）
一
八
、〇
〇
〇
円
 

⑧
就
学
支
度
資
金
 

〇
高
校
 

（
自
宅月
額
）
五〇
、
〇
〇
〇
円
 

（
自
宅
外
月
額
）
 

讐
み
ん

な
で
明
る
 

第
十
六
回
歳
末
た
す

け
あ
い
 

芸
能
祭
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
せ
の
う
 

え
、
多
数
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
五
日
（
日
）
 

午
前
十
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 
 

化
月
間
」
 

に
定
め
、
特
に
追
跡
捜
査
を
強

化
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
数
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
期
間

中
重
要
犯
人
に

つ
い
て
は
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
等
で
お
知
ら
せ
す

る
ほ
か
、
街
頭
に
ポ
ス
タ
ー
、
 

チ
ラ
シ
を
掲
示
し
ま
す
の
で
犯

人
検
挙
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 （

五所
川
原
警
察
署
）
 

六
〇
、
〇
〇
〇
円

＠
貸
付
申
請
書
の
提
出
期
限

十
一
月
一
日

i
十
一
月
末
日

ま
で
 

な
お
、
詳
し

い
こ
と
は
市
福

祉
事
務
所
児
童
係
（
廿
⑩
ー
一
一

一
一
一
番
、
内
線
二
四
三
番
）
 

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

い
お
正
月
を
）
輪
 

大
ホ
ー
ル
 

ロ
ゲ
ス
ト
 
高
橋
っ
や
、
工

藤
尚
造
 

ロ
主
催
 
ち
ど

り
会
 

ロ
後
援
 
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
陸
奥
新
報
、
弘
南
バ
ス

（
株
）
 

会
社
、
青
森
テ
レ
ビ
（
A
T
V
)
 

⑥
医
療
機
関
等
の
連
絡
 
一
一

番
、
内
線
二
四
三
）
ま
で
 

⑦
そ
の
他
必
要
な
経
費
 

お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い

D
 

母
子
、
寡
婦
福
祉
資
金
の
 

予
約
貸
付
を
受
付
し
ま
す
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知っておこう水道の凍結防止 

昭和57年（1982年）11月15日 	広報ごしょがわら 

の冬じ売く 

（
 
寄
 

付
 

）
 

老
人
福
祉

に
と
十

万
円
寄
付
 

水
道
の
パ
イ
プ
は
、
気
温
が

マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な
り
ま

す
と
、
凍
結
や
破
裂
事
故
を

起

こ
し
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
 

「
立
ち
上
が
り
管
」
 
に残
っ
て

い
る
水
が
凍
る
た
め
で
す
。
 

そ
の
た
め
「
給
水
管
」
 
の
中

の
水
を
抜
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
 

凍
結
や
破
裂
事
故
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
完
全
な
取

り
扱
い
方
法
を
知
っ
て
凍
結
防

止
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
 

簡
単
な
点
検
の
方
法
 

凍
結
を
防
ぐ
冬
じ
た
く
と
し

て
、
次
の
こ
と
を
点
検
し
て
み

て
下
さ

い
。
 

①
じ
ゃ

口
が
完
全
に
締
ま
る

か
。
 

②
不
凍
給
水
せ
ん
、

ま
た
は

水
抜
き
せ
ん
を
完
全
に
締
め
た

後
、
じ
ゃ
口
を
開
い
て
空
気
を

入
れ
、
立
ち
上
が
り
管
の
水
を

下
げ
て
下
さ
い
。
 

そ
の
際
、

じ
ゃ
口
が
「
ス
ー
」
 

と
音
が
し
た
り
、
じ
ゃ
口
に
下

か
ら
手
を
当
て
る
と
、
吸
い
こ

ま
れ
る
感
じ
が
す
る
も
の
は
大

丈
夫
で
す
。
 

③
届
官
の
水
を下
げ
る
と
き
、
 

じ
ゃ
口
の
吊
り
コ
マ
が
落
ち
て

空
気
が
立
ち
上
が
り
管
に
入
ら

な
い
た
め
、
水
が
下
が
ら
な
い

で
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ス
パ
ナ
ー
で
点
検
し
て
下

さ
い
。
 

不
凍
給
水
せ
ん
、
水
抜
き
せ
 
 

ん
は
正
し
く
操
作
 

水
抜
き
せ
ん
を
半
開
き
に
す

る
と
漏
水
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
 

凍
結
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
 

つ
 

お
や
す
み
前
や
、
外
出
な
ど

で
水
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
後

部
ハ
ン
ド

ル
（
水
抜
き
せ
ん
）
 

を
図
の
と
お
り
、
右
の
方
向
へ

き
っ
ち
り
締
め
た
後
、
前
部
ハ

ン
ド
ル

（
じ
ゃ
口
）
を
必
ず
全
 

お
や
す
み
前
や
、
外
出
な
ど

で
水
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
水

抜
き
せ
ん
の
ハ
ン
ド
ル
を
図
の

と
お
り
、
右
の
方
向

へ
き
っ
ち

り
と
締
め
た
後
、
じ
ゃ
口
を
全

開
し
て
下
さ
い
。
 

水
を
使
う
と
き
は
、
水
抜
き

せ
ん
の
ハ
ン
ド
ル
を
左
の
方
向

へ
全
開
し
て
下
さ

い
。
 

メ
ー
タ
ー
に
も
注
意
を
 

「完
全
に
水
抜
き
を
し
た
の

に
、
水
が
で
な
い
」
 
と
言う
か

た
も
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
主
 
 

で
、
十
分
注
意
し
操
作
し

て
下

さ
い
。
 

不
凍
給
水
せ
ん
の
つ
い
て
る

水
道
は
、
 

開
し
て
下
さ
い
。
 

水
を
使
う
と
き
は
、
水
抜
き

せ
ん
を
左
の
方
向
へ
全
開
し
て

下
さ
い
。
 

水
抜
き
せ
ん
の
つ
い
て
い
る

水
道
は
、
 

な
原
因
と
し
て
は
、
メ
ー
タ

ー
 

の
凍
結
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
防
止
方
法
と
し

て
、
メ
 

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
ぼ
ろ
や

発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
、
検
針

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
程
度
に

入
れ
、
保
温
し
て
下
さ
い
。
 

水
道
工
事
な
ど
市
の
指
定
業

者

へ
 

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
所
有
す

る
水
道
を
、
正
規
の
構
造
、
材

質
で
設
け
た
り
衛
生
的
に
も
安

心
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
 

市
内
鳥
森
の
木
村
厚
さ
ん
は

十
月
二
十
三
日
、
市
の
老
人
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ

い
と

十
万
円
を
寄
付
、
寺
田
市
長
に

託
し
ま
し
た
。
 

亡
く
な
っ
た
祖
母
つ
ゃ
さ
ん

の
香
典
返
し
で
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 

歌
で

老
人

ホ
ー
 

ム
を
慰

間
 

歌
謡
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

（
小

田
桐
則
勝
会
長
、
会
員
二
十
五

人
）
は
十
月
二
十
八
日
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み
園
」
を

慰
問
、
お
年
寄
り
た
ち
を
歌
で

励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
午
後
一
時
か
ら

会
員
十
人
が

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

を
持
参
し
、
自
慢
の
ノ
ド
を
次

々
披
露
し
、
お
年
寄
り
た
ち
か

ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
 

六
万
円
相
当
の
 

図
書
券
を
贈
る
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ

ブ

（小
林
清
蔵
会
長
）
は
十
月

二
十
五
日
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
 
 

へ
六
万
円
相
当
の
図
書
券
を
寄

贈
、
寺
田
市
長
へ
託
し
ま
し
た
。
 

福
祉
用
電
話
機
器
 

の
料
金
が
値
下
げ
 

電
電
公
社
で
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及

び
か
ら
だ
の
ご
不
自
由
な
方
が

ご
使
用
に
な
る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
 

（あ
ん
し
ん
）
、（
め
い
り
ょ
う
）
、
 

（
ひ
び
き
）
等
の
電
話
機
器
の

使
用
料
金
を
昭
和
五
十
七
年
十

月
一
日
か
ら
値
下
げ
い
た
し
ま

し
た
。
 

現
在
、
福
祉
機
器
を
ご
使
用

の
方
は
昭
和
五
十
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
五
所
川
原
電
報

電
話
局

へ
お
申
し
出
い
た
だ
け

れ
ば
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
一

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
値
下
げ

い

た
し
ま
す
。
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
五
所
川

原
電
報
電
話
局

へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

ロ
お
間
い
合
せ
先
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
第

一

営
業
課
 

（
廿
⑩
二
〇
〇
〇
番
）
 

(
 

r
 



「文字の鑑賞」 
市民講座開催 

隣り近所お誘い合わせのうえ、多数おいでトさし、 

ロと き 12月 4 日（ L)午後 1時30分～ 3時 

ロところ 市中央公民館 

口演 題 こ文字の鑑賞ぐ 

ロ講 師 山内‘ー次氏（元教員、書家、梅堂塾長） 

と
と
演
講
受

ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
 講

 
ロ
受
講
料
 
無
料
 

題
師
料
 

五
所

川
原
市
指
定
水

道
工
事
業

者
一
覧

表
 

め
、

一
定
の
資
格
要
件
を
備
え

て
い
る
工
事
業
者
を
「
五
所
川

原
市
指
定
水
道
工
事
業

者
」
 
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
 

水
道
の
新
設
、
改
造
は
も
ち

ろ
ん
、
修
理
工
事
な
ど
水
道
工

事
は
、
指
定
工
事
業
者
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

モ
グ
リ
業
者

が
行
う
こ
と
は
違
反
と
な
り
ま

す
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。
 

凍
結
の
解
氷
・
修
理
も
 

凍
結
、
凍
破
の
解
氷
、
修
理

は
、
最
寄
り
の
指
定
工
事
業
者
 

を
ご
利
用
下
さ
い
。
費
用
は
工

事
業
ご
と
に
違
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
今
年
の
凍

結
解
氷
の
修
理
費
は
、
最
低
三

千
円
以
上
か
か

り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。
 

日
曜
、
祭
日
の
場
合
は
 

日
曜
、
祭
日
（
夜
間
は
除
き

ま
す
）
の
場
合
は
、
元
町
浄
水

場
（
廿
⑩
二
六
三
九
）
へ
連
絡

し
て
下
さ
い
。
そ
の
日
当
番
に

あ
た
っ
て
い
る
工
事
業
者
を
紹

介
し
ま
す
。
 

⑦ 昭和57年（1982年）11月15日 
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工 事 業 者 名 電 話 住
  

一
一
・
・
 
ー
 

・
 
《
・1
 
1

青

」【
こ
事
業
 
と
 
業
 

ー
 
備
 

詳
里

L

、、
一
 
］
，
コ一
 

F
 

唾

w

手

*

岩
タ
 

青
 
，
 

ら
 
ノ

ノ
 

フ
 工
 道
 
工
 
 
J
工
 
工
 
ー

（
 i

一
一
工
 首
 
工
 管
 
備
管
 
町
 

血月
 
工
 
‘月
 
寛
 
設
 、
 
備
 
育
 
設
 

ゲ
 
二

、
ュ
 

、
ュ鉄
 

原
工
 
：
 
追
 

H
 
H
Al
 

和
 

備
 

備
 
り
二
」‘
ト
 
ー

備
 
ー
 
 

道
、
J
 ラ
、
ュ
 
、
J
 
 
ノ
村
、

J
 ー
 
川
藤
 
ー
 
し
  
i‘
川
 
道
 
ー
 
駐
 
ー

ノ
！
 
設
 
『
 

設
 
い
 

マ
 
」
」

設
 

・
 

水
 
7

『
‘
 
7
「
富
 
7
 犀

一
、
フ
 高

一r

i

三
ロ
ガ
．
王
」
』
血
 

日
 
エ
伸
 

ー
言
F
朝

月
 
せ
 
ー【
7

④

1

‘
一

訓
新
 

工
 業

建
 
業
 く
 
業
 工
 工
 
務
 t
一
水
 
務
 
業
 
J

業
 
い
 
。
 
設
 I
 
消

一
 

工
 
業
 子
 
工
 
引
 
電
 
L
 工
 
工
 

E
  

;
  
道
水
 
道
士
 
道
水
 I
 
道

杉
 
l
 

備
 
水
 
設
 
匡
 
職
 
配
本
師
 
ー
 

備
 
日
 
イ
 
環
 
で
 

設
 
ー
 

青
 

・
 

野

力
 
斗
苫

東
 
工
木
 
戸
一
f

所

斎
 
動
 
n
 和
流

*

外
 
ー
 水
争
 

川

村
卓
 
関
 
H
 

ャ

4

久
 
尾
 
，
  

業

K
K
 
所
道

K
K
 
場
 
所
設

道
店
 
所

店
皿
部
所
 

備
設

所

業
 
工
業

皿

工
 
業
社
 
備
 
設
 
き

業
業
備
業
 

 

k
 水
 
口
 水
 
水

藤

1

*
 
J

月
 
設
 
2
 電

古

*
 
崎
 
噂
 

一
ニ
‘
設
 
一
，

I
ョc
馬
『
 
？
 
保
三i
忍
 
ー
  

東

中

賦
北
向
 

日
同
尚
 

圃
 
五
 (
)
 不

成
 
明
K
K
(
.
)
眠

園
囲

K
K
 

木

圃
 
あ
 
対

(
)
 

丸
 
同
 

ス
 

；
、J
 

*
 

建
 
プ
．矛

 
‘
工
 
」
ュ
 J
 

電

原
 
工
 

“
管
 
二
 訟
 
‘
・
月
‘
 
ん
 
ー
 
ー
 
工
  

34 一 2769 

町
目
 
目
 
丁
 
目
 
目
 

？
ノ
 
原
 
島

葉
平
飯
葉
 
平

r
平
 
島
谷
 

ッ
 

ッ
 

平

広
  

8
1
 
T

町
 
丁
 
町
町
 

6
 

町
 

町

館
町
 
山
 
町
 3
 州

詰
 
2
 崎
州
 
井
 
詰
 
町
 
町
 
曲
 
川
森
 
屋
 
山
 崎
 
野
 谷
 宮
庖
 
田
 
崎
 
田
 井
 
町
 
詰
 
山
 
実
 

町
 

七
祖
 
川
松
若
 
下
沖
若
 

桃
下
上
 
飯

松
 
鎌
小
 
漆

鳥
 
三
 福

桃
高

一
 
新
前
雛

桃
米
上
 

末
飯
 
福
稲

錦
  

28 一 2830 

35 一 2996 

36 一2865 

35 一 5976 

35 一 2606 

35 一 3331 

36 一 2010 

35 一 9452 

35 

35 

一 7467 

- 6455 

35 一 3259 

37 一 7540 

35 

35 

一 8212 

一 2505 

35 - 5444 

35 

35 

34 

一 9525 

-9817 

一 4788 

29 一 3251 

34 一 5511 

29 -2539 

34 -6154 

34 一 6557 

35 一 7215 

35 一 5102 

35 一4817 

35 -5517 

35 一4008 

35 一 5563 

37 - 2216 

29 -2703 

34 一 6346 

34 一 9145 

青森県最低賃金 

日額 2,858円 

時間給 358円 

昭和57年10月28日から 

ノ精皆勤手当、通勤手当、家族、 

、手当等は算入されません。 ノ 

最低賃金額以上の賃金を支払わないときは、最低賃 

金法違反となり処罰されることがあります。 

青森労働基準局 

最低賃金についてのご相談は、下記へおたずね 

下さい。 

五所川原労働基準監督署（ft⑩-⑩ 2 3 0 9) 

納
期
限
 
十

一
月
三
十
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 
三

期
 

固
定
資
産
税
 

四
期
 

納
期
限
 
十

二
月
二
十
八
日
 

国
民
健
康
保
険
税
 

四
期
 

市
県
民
税
 

四
期
 

滞
納
や
納
付
も
れ
は
あ
り
ま
 

せ
ん
か
。
今

一
度
納
付
書
を
お
 

た
し
か
め
し
て
未
納
の
時
は
す
 

み
や
か
に
納
付
し

て
下
さ
い
。
 

市
で
は
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
 

会
と
提
携
し
、
市
税
完
納
強
調
 

期
間
を
設
け
て
納
税
者
の
納
期
 

内
完
納
、
滞
納
者
の
自
主
納
税
 

促
進
、
滞
納
整
理
等
年
内
完
納

を
目
途
に
強
調
運
動
を
実
施
中

で
す
。
 

な
お
、
納
期
限
後
の
納
付
に

つ
き
ま
し
て
は
『
督
促
手
数
料
』
 

一
件
に
つ
き
（
期
別
毎
に
）
五

十
円
を
併
せ
て
追
徴
さ
れ
、
ま

た
『
延
滞
金
」
に

つ
い
て
も
本

税
に
さ
き
が
け
て
徴
収
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
期
内
完
納
を
お
忘

れ
な
く
必
ら
ず
納
期
内
に
納
め

て
下
さ
い
。
 

     

   

ー
市
税
完
納
に
 

ご
協
力
下
さ
い
 

  

     

     



(531号） ⑧ 広報ごしょがわら 昭和57年（1982年）11月15日 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行いま

す。該当する赤ちゃんには、受診させるようにして

下さい。 

■受 付 時 間 午後12時45分から 1時15分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現存病気治療中か他の医療機関で健康診査を受け 

ている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

1 」 	齢 対 象 と 	き ところ 

3 カ月児 
昭和57年 8 月
生まれの乳児 

12月7日 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和57年5 月
生まれの乳児 

12月14日 

1 	歳 
6 カ月児 

昭和56年 6 月
生まれの乳児 

12月21日 

囲囲囲回圏園診国 
人
権
擁
護
特
設
相
談
所
を
開
設
 

免除された 

保険料額 

年 度 1カ年分 
の保険料 

47年度 6,300円 

48年度 7,650円 

49年度 11 ,400円 

50年度 13 ,200円 

51年度 16 ,800円 

52年度 26 ,400円 

53年度 32 ,760円 

54年度 39 ,600円 

55年度 45 ,240円 

56年度 54 ,000円 

「移
動
保
健
所
」
を
開
く
 

第
三
十
四
回
人
権
週
間

（
十

二
月
四
日
ー
十
日
）
を
記
念
し

て
特
設
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
 

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ぎ
、
借
地
 

‘
借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
・

登
記

・
相
続
、
離
婚
、
損
害
賠

償
等
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
二
月
四
日
午
前

十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
大
町
丸
友
デ

パ
 

ー
ト
二
階
催
事
場
 

ロ
相
談
員
 
相
談
機
関
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。
 

法
務
局
五
所
川
原
支
局

（
市
 
 内

ー
ッ
谷
、
⑩
二
三
三

〇
）
、尾

崎
正
雄
（
田
町
、
⑩
二
六

二
四
）
、
 

佐
々
木
初
海

（吹
畑
、
⑩
三
一

七
七
）
、石
井
福
太
郎

（
鎌
谷
町
、
 

⑩
三
四
八
〇
）
、山
谷
清
（
元
町
、
 

現
在
、
国
民
年
金
の
未
加
入

者
に
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
 

お
心
当
た
り
の
人
は
、
早
速
手

続
き
を
し

て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
2
0歳
以
上
で

厚
生
年
金
な
ど
の
他
の
公
的
年

金
制
度
に
入
っ
て
い
な
い
日
本
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
地

域
住
民
の
健
康
相
談
を
次
の
日

程
で
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十

二
月
二
日

（
木
）
 

午
前
十
時
ー
十

一
時
三
十
分

ロ
と
こ
ろ
 
高
野
文
化
セ
ン

タ
ー
 

ロ
実
施
内
容
 
一
般
健
康
相

談
、
血
圧
測
定

（
高
血
圧
者
に

心
電
図
）
、衛
生
検
査

（
尿
検
、
 

血
液
型
、
血
色
素
）
、栄
養
指
導
、
 

総
合
健
康
診
断
 

⑩
三
〇
三
五
）
、小
笠
原
徳
一
（
野

里
、
⑩
三
〇
六

一
）
、鎌
田
嘉
兵

衛

（柏
原
町
、
⑩
二
五
六

八
）
、
 

磯
野
房
枝
（
敷
島
町
、
⑩
二
七

九
八
）
、白
戸
良
徳

（
鳥
森
、
⑩

六
九
〇
七
）
、木
村
資

（
鎌
谷
町
、
 

⑩
二
四
九
三

）
 

国
住
民
は
、
全
員
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
 一

年
以
上
保
険
料
を

納
め
て
い
れ

ば
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
 

遺
児
な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

現
在
す
す
め
て

い
る
当
地
域

に
お
け
る
商
業
近
代
化
事
業

に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で

す
。
 

商
店
経
営
者
に
限
ら
ず
、
多

数
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
一

月
二
十
六
日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階

ホ
ー
ル
 

二
十
五
年
以
上

（
他
の
公
的

年
金
制
度
と
通
算
で
も
よ
い
）
 

加
入
す
れ
ば
、
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

昭
和
二
十
年
十
月
二
日
以
後

に
生
ま
れ
た
人
は
、
昭
和
五
十

五
年
度
以
後
か
ら

の
保
険
料
を

納
め
れ
ば
最
低
資

格
が
で
き
ま

す
。
 

加
入
は
、
今
、
す
ぐ
し
な
い

と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
 

会
社

（厚
生
年
金
）
、役
所
、
 

農
協
（
共
済
年
金
）
等
を
途
中

で
や
め
た
人
は
、
厚
生
年
金
、
 

共
済
年
金
等
の
期
間
だ
け
で
は
、
 

期
間
不
足
で
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
だ
け
で
な
く
、
せ
っ
か
く
給
 
 

川
原
保
健
所
長
）
医
師
ほ
か
検

査
技
師
、
保
健
婦
、
栄
養
士

ロ
料
金
 
無
料
 

ロ
演
題
 
「
五
所
川
原
地
域

の
商
業
近
代
化
事
業

に
つ
い
て
」
 

ロ
講
師
 
佐

々
木
隆
文
氏
 

（囲
都
邑
計
画
代
表
取
締
役
、
 

弘
前
市
ル
ネ
ス
街
計
画
）
 

、

I
、
、
！

・
、I
‘
、I
、
‘
、
I
、

、

‘
、
‘
 

料
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
何
年
も

納
め
た
厚
生
年
金
の
保
険
料
も

掛
け
捨
て
に
な
っ
て
、
 一
生
後

悔
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
す
と
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
の
期
間
と
通
算
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
期
間
を
珠
数

つ
な
ぎ

に
し
て
二
十
五
年
以
上

（
年
齢

に
よ
っ
て
は
期
間
短
縮
が
あ
り

ま
す
）
あ
れ
ば
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

生
活
に
困
っ

て

い
る
 

人
に
保
険
料
を
免

除
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
失

業
し
た
り
、
収
入
が
少
な
い
、
 
 

生
活
が
苦
し
い
、
災
害
な
ど
の

た
め
納
め
る
の
が
困
難
な
時
は
、
 

届
け
出
に
よ
っ

て
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
が
免
除
に
な
っ

て
も

老
齢
年
金
は
も
と
よ
り
、
各
種

の
年
金
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

し
か
し
免
除
に
な
り
ま
す
と
、
 

将
来
老
齢
年
金
を
受
け
る
時
に

免
除
さ
れ
た
期
間
中
の
も
の
だ

け
は
、保
険
料
を
納
め
た
人
の
場

合
の
三
分
の
ーに
減
ら
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
人
は

そ
の
後
の
生
活
に
余
裕
が
出
来

た
時
に
十
年
以
内

の
分
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
旧
料
金
で
納
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
追
納
と

言
い
ま
す
。
 

追
納
し
た
場
合
は
、
保
険
料

を
納
期
内
に
納
め
た
場
合
と
同

じ
計
算
に
な
り
ま
す
。
 

別
表
は
、
昭
和
四
十
七
年
度

か
ら
の
免
除
さ
れ
た
そ
の
年
度

の
保
険
料
で
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
（
胃
⑩
二

一
一

一
番
・
内
線
二
六
六
番
・
二
六

七
番
）
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
 

い
ま
、
加
入
し
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
 

ロ
相
談
 
桜
庭
虞
次

（
五
所
 

商
業
近
代
化
の
講
演
会
 

【
 

r
 広
報
紙
の

早
期
配

布
に
ご

協
力

下
さ
い
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